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過渡期から平衡期における放射性 Csの土壌—植物間移行係数について 
Soil-to-plant transfer factors of radiocesium at transition and equilibrium stages 

 
量子機構・放射線医学総合研究所＊１	
            	
 	
 	
         	
 ○田上恵子＊１、内田滋夫＊１ 

(TAGAMI, Keiko; UCHIDA, Shigeo) 
 
【緒言】土壌から植物への放射性核種の移行を求める際、土壌へトレーサーを添加した直後は十分

エイジングされていないため、移行係数（= 植物中濃度 / 土壌中濃度、TF）が見かけ上高くなる。
その後、時間の経過と共に TFが低下する過渡期から、ほぼ変化がなくなる平衡期へ移行する。放
射性 Csの土壌中濃度は、物理的崩壊による減衰を除けば、数年程度ではほとんど変化しないこと
から、TFの変化はすなわち可給態量の変化を意味する。ただし、TFは本来、平衡状態において採
取されるものである。福島第一原子力発電所の事故以降、農耕地土壌等を通常使用している場合に

得られる TFが、いつから有効に使用できるのかを判定するためには、137Cs濃度の時間変化や、137Cs
の TF値を事故以前の状況と比較することが必要である。そこで本研究では、複数種の草本植物中
の 137Cs濃度の時間変化に着目して、過渡期から平衡期への変化について検討を行った。 

【実験方法】千葉市の放医研敷地内（未撹乱）において、複数種類の草本植物（イタドリ Fallopia 
japonica、ヨモギ Artemisia indica、イネ科雑草 Poaceae spp.等）を 2011年 5月から採取を行った。
これらは同じエリアに生えているため、土壌中濃度は同じである。採取後、直ちに実験室において

試料生重量を測定後、中性洗剤で植物体表面を洗浄し、水道水で洗い流してから RO水でリンスし
た。洗浄した試料を乾燥機で 80˚Cにおいて恒量に達するまで２日以上乾燥し、粉砕後、U8容器に
詰めて測定用試料とした。137Csの定量は Ge半導体検出装置（Seiko EG&G）で行った。また、文
献調査により、1987年以降の土壌−玄米移行係数を導出し、2011年以降に得られた値（通常栽培条
件のデータのみ）と比較した。 

【結果および考察】農耕地と異なり、土壌の撹拌は行っていないことから、土壌のエイジング効果

は農耕地よりも遅く現れる。すなわち、未耕地では農耕地土壌よりも平衡に達するのが遅いと考え

られる。図１にイタドリとヨモギの 137Cs濃度の経時変化を示す。2011年 3月 11日から 1000日目
以降の濃度減少がないことから、ほぼ平衡状態に

なったと考えられた。同様の結果が他の草本植物

でも得られた。用いた土壌種が１種類しかないが、

未撹乱土であることを考慮すると、農耕地土壌で

はより早く平衡に達することが期待できた。そこ

で、文献調査により玄米の TFを求めたところ、
３年目でほぼ以前の値と同様となっていたこと

がわかった。2014年以降のデータに関しては平
衡状態における TFとして考えることができるこ
とが示唆された。 
 
本研究の一部は，資源エネルギー庁放射性廃棄物

共通技術開発調査等委託費の予算で行われた。 
 
＊１National Institutes of Radiological Sciences, QST 
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図１ 放医研敷地内で採取したイタドリとヨモギ
中の 137Cs濃度の経時変化 




